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要  旨 
臭気指数による規制導入を検討する基礎資料を得ることを目的として，飲食店における特定悪臭物質の濃

度から得られる臭気強度と嗅覚測定法から得られる臭気強度の比較検討を行った。１測定地点(うなぎ店)を

除く７測定地点では,特定悪臭物質から得られる臭気強度よりも嗅覚測定法から得られる臭気強度のほうが

大きい値を示した。飲食店では, 特定悪臭物質では捕らえられていない他の物質が臭いに関与しているため

このような結果になったと考えられる。 

                                               

       キーワード：特定悪臭物質 臭気指数 計算臭気強度 嗅覚臭気強度 

 

Ⅰ はじめに 

 香川県では，現在特定悪臭物質(22物質)の濃度による

規制を行っているが，最近の悪臭苦情に対応した規制と

して，臭気指数による規制が平成７年に悪臭防止法に導

入された。この臭気指数規制を導入するに際しては，嗅

覚測定法による規制を検討する基礎的研究を実施してい

る自治体が多い。

そこで，本県でも市町からの導入の意向があった場合, 

臭気指数による規制基準の設定を円滑に進めるための基

礎資料を得る目的で、昨年度に引き続き本年度は，飲食

店８店舗において嗅覚測定法による臭気指数の実態調査

を行い,特定悪臭物質の濃度から得られる臭気強度と嗅

覚測定法から得られる臭気強度の比較検討を行った。 

１）～９） 

 

Ⅱ 方法 

１ 調査期間 

平成22年８月～９月 

２ 調査対象 表１のとおり 

表1 調査対象事業場 

地点 事業名 所在地 採取場所 

１ Ａ仕出店  東かがわ市 排気ダクト直下 

２ Ｂ居酒屋 東かがわ市 敷地境界 

３ Ｃ焼鳥店 高松市 敷地境界 

４ Ｄ焼肉店 高松市 排気ダクト直下 

５ Ｅうどん店 丸亀市 敷地境界 

６ Ｆうなぎ店 丸亀市 敷地境界 

７ Ｇ共同料理場 三豊市 換気扇下  

８ Ｈうなぎ店 三豊市 敷地境界 

 

３ 分析方法及び分析項目 

(1)特定悪臭物質の測定

悪臭防止法に定められている以下の方法で行った。 

10） 

① アンモニア：インドフェノール発色法 

② 硫化水素・メチルメルカプタン・硫化メチル・二硫

化メチル：ガスクロマトグラフ法・検出器FPD 

③ トリメチルアミン・プロピオン酸・ノルマル酪酸・

ノルマル吉草酸・イソ吉草酸：ガスクロマトグラフ

法・検出器 FID 

 

(2)試料採取方法及び嗅覚測定方法 

嗅覚測定法マニュアル11）

① 試料採取 

に従い以下のように行った。 

直接採取法：ハンディポンプを用いてポンプとフッ

素樹脂製バッグを直接接続し採取した。 

② 嗅覚測定 

三点比較式臭袋法により行った。また，パネルにつ

いては嗅覚検査に合格した職員６名で行った。 

ａ オペレータが設定した希釈倍数（原則10倍）で

におい袋３つ１組のセットを調整し，パネル全員

に選定操作を行わせる。この際，同一の希釈倍数

について一人３回判定を行う。この結果，当初希

釈倍数について延べ 18 回の選定結果が得られる

ので，18回それぞれについて次の通り得点の値を

与える。 

     正  解 ⇒ 1.00 

     不 正 解 ⇒ 0.00 

     選定不能 ⇒ 0.33 

– 50 –

香川県環境保健研究センター所報　第 9 号（2010）

– 51 –



この得点を合計し，合計値を18で割りパネル集団とし

ての平均正解率を求める。 

この平均正解率が0.58未満であった場合には，判定試

験はここで終了とする。 

0.58 以上であった場合当初希釈倍数より更に 10 倍し

た希釈倍数（当初希釈倍数が 10 倍であった場合は 100

倍）でにおい袋のセットを調整し，パネル全員に再度同

様に選定操作を行わせ，パネル集団としての平均正解率

を求め，判定試験を終了する。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 環境試料の判定試験の手順 

 

ｂ 臭気指数の算定 

臭気指数は，次の式により算出した。 

Ｙ＝10 log(Ｍ×10(r1-0.58)/(r1-r0))  

Ｙ：臭気指数 

Ｍ：最初に判定操作を行った希釈倍数（=当初希釈倍数） 

r1：最初の判定操作での平均正解率 

r0：2度目に行った判定操作（希釈倍数:10×当初希釈

倍数）での平均正解率 

ただし,当初希釈倍数に係る平均正解率が0.58未満の

場合にあっては，臭気指数の値は，Ｙ=10 log Ｍ未満と

して表示した。 

 

Ⅲ 結果 

１ 嗅覚測定結果及び特定悪臭物質濃度の結果 

嗅覚による測定と特定悪臭物質濃度の測定の結果を表

２に示した。特定悪臭物質濃度は，調査した８店舗全て

において規制基準値未満であった。５店舗は敷地境界で

測定しており規制基準値未満であり，また，事業所内で

測定した３店舗においては規制基準値未満であったので，

当然敷地境界でも規制基準値未満と考えられる。 

一方，臭気指数については，10～21が４事業所であり，

22以上が４事業所であった。 

 

２ 物質濃度測定値と嗅覚測定値の比較 

物質濃度測定値と嗅覚測定値の比較は，臭気強度に変

換して行った。物質濃度を環境省の通知９）に従い臭気強

度（以下「計算臭気強度」という。）に換算した。 

 

計算臭気強度 ＝  

その物質の濃度(ppm)/その物質の嗅覚閾値濃度(ppm) 

 

一方，臭気指数は次の計算式（環境庁昭和56年度報告

書)12）により臭気強度(以下「嗅覚臭気強度」という。)

に換算した。 

 

Ｙ＝0.125×Ｚ＋0.114 

Ｙ：臭気強度 

Ｚ：臭気指数 

計算式で得られた結果を表２に示した。表中の嗅覚臭

気強度と各物質の計算臭気強度を比較しその概要を以下

に述べる。 

測定地点１では，各物質の計算臭気強度は 0.0～2.0

の範囲にあり一番大きい計算臭気強度は2.0であった。

また，その地点の嗅覚臭気強度は3.6であった。 

測定地点２では，各物質の計算臭気強度は 0.0～2.0

の範囲にあり一番大きい計算臭気強度は2.0であった。

また，その地点の嗅覚臭気強度は3.0であった。 

測定地点３では，各物質の計算臭気強度は0.0である

ので当然一番大きい計算臭気強度も0.0であった。また，

その地点の嗅覚臭気強度は2.5であった。 

測定地点４では，各物質の計算臭気強度は 0.0～1.2

の範囲にあり一番大きい計算臭気強度は1.2であった。

また，その地点の嗅覚臭気強度は2.4であった。           

測定地点５では，各物質の計算臭気強度は 0.0～1.6

の範囲にあり一番大きい計算臭気強度は1.6であった。

また，その地点の嗅覚臭気強度は2.5であった。 

測定地点６では，，各物質の計算臭気強度は 0.0～1.8

の範囲にあり一番大きい計算臭気強度は1.8であった。

④ 平均正解率が0.58以上の場合は，更に10倍に希釈

して再度実施。 

⑤ 測定値を算出し数値化する 

 

③ ①～②の操作を３回繰り返す。 

② ６人のパネルに３袋セットを臭ってもらい付臭に 

おい袋を選ばせる。 

① 試料臭気を希釈したにおい袋 １＋無臭におい袋 

 ２の合計３袋セット準備 
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また，その地点の嗅覚臭気強度は3.5であった。 

測定地点７では，各物質の計算臭気強度は 0.0～1.8

の範囲にあり一番大きい計算臭気強度は 1.8であった。

また，その地点の嗅覚臭気強度は3.4であった。 

測定地点８では，各物質の計算臭気強度は 0.0～2.4

の範囲にあり一番大きい計算臭気強度は 2.4であった。

またその地点の嗅覚臭気強度は2.4であった。 

以上の結果をまとめると次のようになる。 

測定地点８(うなぎ店)では，嗅覚臭気強度と計算臭気

強度が同じであったが，測定地点１(仕出店)～７(共同料

理場)は全て嗅覚臭気強度が計算臭気強度よりも大きか

った。 

 

表２ 嗅覚測定結果及び特定悪臭物質濃度の結果 

臭気指数 嗅覚臭気強度 28 3.6 23 3.0 19 2.5 18 2.4

規制基準値 濃度 濃度 濃度 濃度

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm)

硫化水素 0.02-0.2 <0.001 0.0 <0.001 0.0 <0.001 0.0 <0.001 0.0

メチルメルカプタン 0.002-0.01 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0

硫化メチル 0.01-0.2 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0

二硫化メチル 0.009-0.1 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0

アンモニア 1-5 0.1 0.7 <0.1 0.0 <0.1 0.0 0.2 1.2

トリメチルアミン 0.005-0.07 <0.001 0.0 <0.001 0.0 <0.001 0.0 <0.001 0.0

プロピオン酸 0.03-0.2 <0.003 0.0 <0.003 0.0 <0.003 0.0 <0.003 0.0

ノルマル-酪酸 0.001-0.006 0.0004 2.0 0.0004 2.0 <0.0001 0.0 <0.0001 0.0

イソ－吉草酸 0.001-0.01 <0.0001 0.0 <0.0001 0.0 <0.0001 0.0 <0.0001 0.0

ノルマル－吉草酸 0.0009-0.004 0.0001 1.0 0.0001 1.0 <0.0001 0.0 <0.0001 0.0

臭気指数 嗅覚臭気強度 19 2.5 27 3.5 26 3.4 18 2.4

規制基準値 濃度 濃度 濃度 濃度

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm)

硫化水素 0.02-0.2 <0.001 0.0 <0.001 0.0 0.001 0.0 <0.001 0.0

メチルメルカプタン 0.002-0.01 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0

硫化メチル 0.01-0.2 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0

二硫化メチル 0.009-0.1 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0 <0.0003 0.0

アンモニア 1-5 <0.1 0.0 <0.1 0.0 <0.1 0.0 <0.1 0.0

トリメチルアミン 0.005-0.07 <0.001 0.0 <0.001 0.0 <0.001 0.0 <0.001 0.0

プロピオン酸 0.03-0.2 <0.003 0.0 <0.003 0.0 0.004 1.3 0.009 1.8

ノルマル-酪酸 0.001-0.006 0.0002 1.6 0.0003 1.8 0.0003 1.8 0.0008 2.4

イソ－吉草酸 0.001-0.01 <0.0001 0.0 0.0002 1.6 <0.0001 0.0 0.0002 1.6

ノルマル－吉草酸 0.0009-0.004 0.0001 1.0 0.0002 1.4 0.0002 1.4 0.0004 1.9

低
級
脂
肪
酸

機
器
分
析

計算臭気
強度

計算臭気
強度

計算臭気
強度

計算臭気
強度

嗅覚
試験

機
器
分
析

硫
黄
化
合
物

窒素
化合物

計算臭気
強度

計算臭気
強度

計算臭気
強度

計算臭気
強度

特定悪臭物質

硫
黄
化
合
物

１　仕出店 ２　居酒屋

８　うなぎ店

64.5

７　共同料理場

393.8

57.2臭気濃度

臭気濃度

特定悪臭物質

660.7

窒素
化合物

低
級
脂
肪
酸

嗅覚
試験

測  定  地  点

測  定  地  点

448.2

３　焼鳥店 ４　焼肉店

６　うなぎ店５　うどん店

71.7

214.3 70.8
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Ⅳ 考察 

本年度実施した飲食店関係では，１測定地点(うなぎ

店)を除く７測定地点では全て嗅覚臭気強度が計算臭

気強度よりも大きいことが認められた。 

この原因として，特定悪臭物質では捕らえられてい

ない他の物質が臭いに関与しているためと考えられる。 

 

Ⅴ まとめ 

飲食店における物質濃度測定値と嗅覚測定値を臭気

強度に変換して比較検討を行った。 

測定地点１(仕出店)～７(共同料理場)は全て嗅覚臭

気強度が計算臭気強度よりも大きかった。 

なお，測定地点８(うなぎ店)では，嗅覚臭気強度と

計算臭気強度が同じであった。 
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